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1. 2025年2月期第1四半期の連結業績（2024年3月1日～2024年5月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年2月期第1四半期 7,251 △6.9 △102 ― △1 ― △69 ―

2024年2月期第1四半期 7,793 △2.1 △15 ― 31 △88.2 △13 ―

（注）包括利益 2025年2月期第1四半期 △74百万円 （―％） 2024年2月期第1四半期 22百万円 （△90.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2025年2月期第1四半期 △9.73 ―

2024年2月期第1四半期 △1.83 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2025年2月期第1四半期 29,181 18,761 64.3

2024年2月期 29,064 18,943 65.2

（参考）自己資本 2025年2月期第1四半期 18,761百万円 2024年2月期 18,943百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年2月期 ― 0.00 ― 15.00 15.00

2025年2月期 ―

2025年2月期（予想） 0.00 ― 15.00 15.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2025年 2月期の連結業績予想（2024年 3月 1日～2025年 2月28日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 14,976 △0.5 79 ― 124 252.9 109 ― 15.31

通期 31,205 5.4 369 ― 450 ― 385 ― 54.17

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年2月期1Q 10,043,500 株 2024年2月期 10,043,500 株

② 期末自己株式数 2025年2月期1Q 2,920,914 株 2024年2月期 2,920,914 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年2月期1Q 7,122,586 株 2024年2月期1Q 7,122,586 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添付資
料】Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご参照ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間（2024年３月１日から2024年５月31日）におけるわが国の経済は、雇用・所得環境が

改善し、緩やかな回復が期待されました。一方で、原材料・エネルギー価格の高騰や円安基調による輸入コストの

上昇に伴う物価高の影響を受け、個人消費の持ち直しは足踏みがみられる状況となりました。

このような経営環境の中、当社グループは経営理念である「しあわせ社会学の確立と実践」のもと、長期的視点

から「顧客基盤の拡大」「顧客との継続的な関係育成」「第２の収益の柱の育成」の３点に施策と経営資源を集中

し、永続的・発展的な成長基盤の構築を実行していくことにより、業績を回復させ黒字化を目指しております。

当第１四半期連結累計期間の概況といたしまして、中核事業である定期便事業におきましては、潜在顧客へのア

プローチが不十分だったことによりECサイトへの流入数が減少し新規顧客獲得数が減少したことに加え、現時点で

は圧倒的差別力を有する商品開発がまだまだ不十分であったため、のべ顧客数が前年同期を下回り、売上高が減少

いたしました。そのような中、良かった点としましては、「顧客基盤の拡大」の取組みとして、動画による新規顧

客開拓に成功事例が出てきました。また、「顧客との継続的な関係育成」の取組みとして、継続型商品の投入を推

進し、ファッション関連商品を中心に顧客１人あたり購入回数が回復傾向にあります。その他に、2024年５月に

「フェリシモ ときめき文化祭」と称し、新作商品の展示発表会やセミナー、SNSで話題の雑貨商品のスペシャルカ

フェやワークショップ等のイベントを開催し、来場者からは高い満足度を得ることができ、顧客ロイヤリティを高

めることに寄与いたしました。

新規事業分野におきましては、当社の定期便プラットフォームに取引先事業者が出品・出稿できる「FELISSIMO 

PARTNERS（フェリシモパートナーズ）」事業の防災関連商品等が好調であり、売上高が増加いたしました。また、

2024年４月にリニューアルオープンいたしました神戸ポートタワー事業では、国内外より多数の観光客が来場し、

来場者数が計画値を上回って推移するなど、「第２の収益の柱の育成」として、新たな収益源に位置づけられる事

業に育ちつつあります。

これらの活動の結果、当第１四半期連結累計期間における当社グループの売上高は7,251百万円（前年同期比 

6.9％減）となり、売上総利益は3,833百万円（前年同期比 6.9％減）となりました。

販売費及び一般管理費につきましては、定期便事業において送料単価が低い配送ルートの採用、梱包資材の改良

等により物流関連費用は低減したものの、神戸ポートタワー事業において新たな業務委託料が発生したことに加

え、次世代のWebシステム基盤整備の最適化や設備投資を行ったこと等により設備費が増加し、3,935百万円（前年

同期比 4.8％減）となりました。

これらの結果、営業損失は102百万円（前年同期は営業損失15百万円）となりました。

営業外損益では、受取利息や為替差益などによる営業外収益を101百万円計上したことにより、経常損失は１百万

円（前年同期は経常利益31百万円）となりました。税金等調整前四半期純損失は37百万円（前年同期は税金等調整

前四半期純利益31百万円）となり、親会社株主に帰属する四半期純損失は69百万円（前年同期は親会社株主に帰属

する四半期純損失13百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末と比べ117百万円増加し、29,181百万円とな

りました。これは主に売掛金が419百万円増加したことに対し、現金及び預金が283百万円減少したことによるもの

であります。

負債合計は、前連結会計年度末と比べ298百万円増加し、10,420百万円となりました。これは主に支払手形及び買

掛金が401百万円増加したことに対し、支払信託が260百万円減少したことによるものであります。

純資産合計は、前連結会計年度末と比べ181百万円減少し、18,761百万円となりました。これは主に利益剰余金の

配当106百万円及び親会社株主に帰属する四半期純損失の計上69百万円により利益剰余金が176百万円減少したこと

によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年２月期第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想につきましては、2024年４月５日に開示いたしました

前回予想からの修正はありません。当第１四半期連結累計期間は、営業損失でありますが、現時点では当初の計画

通り推移しております。今後の経営環境などの変化により、業績予想について見直しが必要と判断した場合には、

速やかに公表いたします。

- 2 -

㈱フェリシモ（3396）2025年２月期 第１四半期決算短信











（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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